
第１８回地方独立行政法人鳥取県産業技術センター評価委員会議事録概要

会議の名称：第１８回地方独立行政法人鳥取県産業技術センター評価委員会

開催の日時：平成２３年１１月２５日（金） 午前９時～１１時

開催の場所：鳥取県庁 特別会議室

出席者氏名：別紙出席者名簿のとおり

会議の概要：以下のとおり

１．業務実績評価（年度評価）方針及び方法の見直しについて

①審議結果

資料１に基づき事務局より説明し、案３のうち「人事に関する計画」を入れて２０項目の評

価とする。点数評価しない部分は、特記事項により評価する。

②主な意見

委 員 主な意見 対 応

辻委員

・案中、評価しないとしている部分がな

くなれば、技術開発、研究開発、技術

サポートの部分の評点に対する比重

が重くなるので、その方がいいと思

う。

・評価の中で残すとすれば人的な部分だ

と思う。

房安委員

・案３のようにひとくくりにしてあるこ

とで、確実な評価が表現できるのでは

ないかと思う。

副井委員

・人事に関する計画は、大きく法人運営

に影響するように思うので、残しても

良いと思う。

・財務等の評価項目は、制度改革の時は、

自己評価を４にするが、次の年以降そ

れを維持するのに苦労している。（産

技センター）

辻委員

・評価項目Ⅳ、Ⅴ、Ⅵを全く評価しない

となった場合、総務・財務関係職員の

モチベーションをつぶすことはした

くない。例えば、３年間通して何も事

故がなかったら特記事項でプラスに

するとか。

・それから、管理部門は着実にやること

は重要だが、やはり、技術者のモチベ

ーションが高くなる組織にする方が

正常だと思う。

谷口委員

・人事に関する計画は、将来ビジョンを

求める中で大切な項目と思う。



２．業務実績評価（中期目標期間評価）方針及び方法の見直しについて

①審議結果

資料２に基づき事務局より説明し、案３のうち「人事に関する計画」を入れて１６項目の評

価とする。点数評価しない部分は、特記事項により評価する。

②主な意見

委 員 主な意見 対 応

辻委員

・「ものづくり人材の育成」の評価項目

は年度評価では項目が細分化されて

おり、中期期間評価項目はまとめられ

ているが、この部分は年度の平均を自

動的に評点にするのか、評価委員が新

たに点数を決めるのか。

・年度評価の各項目をひとくくりにして

平均を出し、自動的に中期期間の評点

にするという考え方である。（事務局）

３．今後のスケジュールについて

①決定事項

資料３に基づき、説明し、３月中に評価委員会を開催し、新年度に向けた方針説明をセンタ

ーからヒアリングを受けることとする。

②主な意見

委 員 主な意見 対 応

谷口委員

・理事長も交代したので、理事長の個人

的な思いをお聞きするのはどうでし

ょうか。

辻委員

・例えばセンターの平成２４年度の方針

説明をどこかで聞くのがよいのでは。

やはり、目標に対しどのような方針で

どこを重点化・改善しようとしてお

り、それがどのくらい達成したのかと

うことを評価するのであれば、その方

針説明を聞くべきと思います。

・新しい理事長の新しい方向性について

の話しがある方がよいでしょう。

房安委員

・センター側から声をやはりお聞きした

い。わからない部分や判断間違いもあ

るかもしれないし、そういう投げ掛け

合いは大事ではないか。

・できるだけ３月中に新年度の方針をお

伺いする会を持たせていただくよう

にする。（事務局）



第１８回地方独立行政法人鳥取県産業技術センター評価委員会 出席者名簿

【委員】

区分 氏名 所属名 役職名

委員長 副井 裕 国立大学法人鳥取大学 学長顧問

委 員 谷口 義晴 日本セラミック株式会社 代表取締役社長

委 員 辻 智子 日本水産株式会社 生活機能科学研究所長

委 員 房安 寿美枝 いなば和紙協業組合 総務部部長

【地方独立行政法人】

氏名 役職名

山本 誠 地方独立行政法人鳥取県産業技術センター企画管理部長

山田 強 地方独立行政法人鳥取県産業技術センター企画管理部企画室長

蔵内 康雄 地方独立行政法人鳥取県産業技術センター企画管理部総務室長補佐

梅林 志浩 地方独立行政法人鳥取県産業技術センター企画管理部企画員

【事務局（鳥取県）】

氏名 役職名

岡村 整諮 商工労働部産業振興総室長

山下 喜夫 商工労働部産業振興総室産学金官連携室長

富山 哲明 商工労働部産業振興総室産学金官連携室副主幹


